
この資料は，社団法人教科書協会「教科書宣伝行動基準」に則って作成しております。

こ
れ
か
ら
の
中
学
生
に
求
め
ら
れ
る
言
語
能
力
が
、確
実
に
身
に
つ
く
教
科
書

日
本
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
根
ざ
し
た
、豊
か
な
言
語
感
覚
を
養
う
教
科
書

ガ
イ
ダ
ン
ス

平成24年度版中学校国語教科書内容解説資料
15 三省堂 1年 国語 723 724 2年 国語 823 824 3年 国語 923 924
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『
中
学
生
の
国
語
』刊
行
に
あ
た
っ
て

『
中
学
生
の
国
語
』3
つ
の
柱

『
中
学
生
の
国
語
』の
全
体
構
成 

■
言
語
能
力
を
つ
け
る

　

言
語
能
力
育
成
単
元

　

学
習
の
見
通
し
と
振
り
返
り

　

―「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
﹂を
例
に

　

学
習
の
手
引
き
・
読
書
へ
の
い
ざ
な
い

　

―「
読
む
こ
と
﹂を
例
に

　

学
習
の
系
列
化
と
教
材　

　

―「
書
く
こ
と
﹂を
例
に

　

新
し
い
形
の
漢
字
学
習

　

言
語
技
術︵
ス
キ
ル
︶の
習
得

　

―「
確
か
め
よ
う
﹂

040506081012141618

『
中
学
生
の
国
語
』ガ
イ
ダ
ン
ス

も

く

じ

1年 木（成長）
2年 水（可能性）
3年 空（希望）

表紙のテーマ
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2022242628293031

■
学
び
の
楽
し
さ
を
広
げ
る　

　

別
冊
・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』

　

―言
語
文
化
編

　

―情
報
活
用
編
・
事
典
編

■
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
大
切
に
す
る

　

ふ
れ
る
・
楽
し
む
・
親
し
む「
古
典
﹂

　
―
学
年
の
は
じ
め
に

　

味
わ
う「
古
典
﹂

　
―
領
域
と
の
関
連
学
習

「
読
む
こ
と
﹂教
材
一
覧
―「
本
編
﹂―

だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
教
科
書
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム︵
Ｓ
Ｎ
Ｐ
︶

指
導
用
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
・
編
集
委
員
一
覧　

は
さ
み
こ
み
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

・
全
学
年
目
次一
覧
／
年
間
学
習
指
導
計
画　

・
平
成
24
年
度
版『
中
学
生
の
国
語
』検
討
の
観
点
と
内
容
の
特
色

編集理念─「ことば・こころ・いのち」─にこめた願い
 「ことば」で自己を見つめる，「ことば」で世界を認識する。それは，自己の確

立をうながし，自身を大切にする「こころ」を育てると同時に，他者を認識し，尊

重する態度を育てることでもあります。言葉の力の充実は，生きる力に結び

つき，一人一人の「いのち」を大切にする生き方を保証することとなります。

　わたしたちは，子どもたちの人間形成に資するために，「ことば・こころ・ 

いのち」を以上のような関係でとらえ，基本理念といたしました。
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『中学生の国語』刊行にあたって
●編集委員会代表  中洌正堯

言語能力の生活化・社会化

　
言
語
能
力
は
、
教
材
の
内
と
外
、
教
室
の
内
と
外
、
学
校
の

内
と
外
に
あ
っ
て
、
生
き
て
は
た
ら
く
も
の
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
科
書
は
、
そ
れ
ら
の
内
と
外
を

つ
な
ぎ
、
言
語
能
力
を
自
ら
育
む
こ
と
の
で
き
る
す
ぐ
れ
た
媒

材
で
あ
り
装
置
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

本
教
科
書
は
、『
中
学
生
の
国
語
』
と
『
中
学
生
の
国
語
　
学
び

を
広
げ
る
』
の
二
冊
の
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　『
中
学
生
の
国
語
』
は
、「
本
編
」
と
「
確
か
め
よ
う
」
か
ら

な
る
一
冊
、『
中
学
生
の
国
語
　
学
び
を
広
げ
る
』
は
、「
資
料

編
」
と
し
て
の
一
冊
で
す
。

　『
中
学
生
の
国
語
』
の
「
本
編
」
は
、国
語
科
の
目
標
か
ら
導

か
れ
る
言
語
能
力
の
諸
要
素
を
指
標
と
す
る
単
元
構
成
を
と
っ

て
い
ま
す
。
言
語
能
力
の
諸
要
素
と
は
、
国
語
を
表
現
す
る
能

力
（
表
現
力
）、
理
解
す
る
能
力
（
理
解
力
）、
伝
え
合
う
力
、

思
考
力
、
想
像
力
、
言
語
感
覚
、
国
語
に
対
す
る
認
識
（
伝
統

的
な
言
語
文
化
を
含
む
）と
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
構
造
的
、
有
機
的
に
つ
な
が
り
合
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
単
元
構
成
の
「
表
現
力
」
は

指
標
で
あ
っ
て
、
学
習
指
導
は
他
の
要
素
と
緊
密
に
連
関
し
な

が
ら
展
開
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。表
現
力
と
理
解
力
の
関
連
、

論
理
的
思
考
力
と
感
性
的
想
像
力
の
関
連
な
ど
は
、
学
習
指
導

に
よ
っ
て
学
習
者
が
自
覚
す
べ
き
不
変
の
実
践
的
課
題
で
す
。

　
新
し
い
指
向
と
し
て
、
生
徒
を
と
り
ま
く
言
語
文
化
の
う
ち

歴
史
的
な
も
の
が
小
学
校
か
ら
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
と
し

て
取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
項
に
も
と
づ
く
小
学
校
で

の
言
語
活
動
を
、本
教
科
書
で
は
中
学
校
入
門
期
に
引
き
継
ぎ
、

そ
の
後
の
日
本
語
に
よ
る
豊
か
な
言
語
文
化
の
学
び
に
資
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　『
中
学
生
の
国
語
』
の
「
確
か
め
よ
う
」
は
、学
習
指
導
要
領

の
内
容
（
指
導
事
項
）
を
基
礎
・
基
本
と
捉
え
、
自
学
し
や
す

く
構
成
し
た
も
の
で
、「
本
編
」
の
学
習
指
導
を
補
完
し
ま
す
。

同
時
に
、
学
習
を
教
材
、
教
室
、
学
校
の
外
へ
と
開
き
、
メ
タ

認
知
す
る
役
割
を
は
た
し
ま
す
。

　『
中
学
生
の
国
語
　
学
び
を
広
げ
る
』
は
、「
資
料
編
」
と
し

て
、
国
語
科
で
の
学
び
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
他
教
科
や
日
常

に
開
か
れ
た
学
び
に
資
す
る
も
の
で
す
。
教
材
、
教
室
、
学
校

の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
媒
材
、装
置
（
読
書
の
関
係
な
ど
）
の
ス
ケ

ー
ル
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て
、言
語
能
力
の
生
活

化
・
社
会
化
は
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
ま
す
。

　『
中
学
生
の
国
語
』
の
「
本
編
」
と
「
確
か
め
よ
う
」「
学
び
を

広
げ
る
」
と
を
相
関
さ
せ
る
言
語
活
動
に
よ
っ
て
、一
人
で
も
多

く
の
中
学
生
の
言
語
能
力
が
伸
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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『
中
学
生
の
国
語
』3
つ
の
柱
次
の
３
つ
の
こ
と
を
編
集
方
針
の
中
心
に
お
き
ま
し
た
。

言
語
能
力
を
つ
け
る

●
本
冊
の「
本
編
」で
は
、授
業
で
の
共
同
の
学
習
・
共
通
の
学
習
内
容
を
系
統
的
に
示
し
、

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
か
な
定
着
と
そ
の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

●
本
冊
の「
確
か
め
よ
う
」で
は
、身
に
つ
け
た
い
言
語
技
能
を
各
領
域
ご
と
に
分
け
、

　

学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項
に
即
し
て
、整
理
し
、ま
と
め
て
い
ま
す
。

P.8

学
び
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

●
別
冊
・
資
料
編
の「
学
び
を
広
げ
る
」で
は
、国
語
科
と
他
教
科
、あ
る
い
は
生
徒
た
ち
の

　

日
常
の
言
語
生
活
や
社
会
生
活
と
の
連
携
を
図
り
、国
語
科
の
学
習
で
培
っ
た
言
葉
の
力
が

　

生
き
て
働
く
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

P.20

伝
統
的
な
言
語
文
化
を
大
切
に
す
る

●
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
作
品
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、こ
れ
ら
に
親
し
ま
せ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
、

　

我
が
国
の
言
語
文
化
を
継
承
し
、新
た
な
文
化
の
創
造
へ
の
意
欲
が
育
つ
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

P.24
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基
礎
・
基
本
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
、学
ぶ
意
欲
の一層
の
向
上
の
た
め
に
、「
本
冊
」「
別
冊
・
資
料
編
」の
二
分
冊
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

『
中
学
生
の
国
語
』の
全
体
構
成

●
言
葉
の
資
料
集
で
す
。
言
葉
の
世
界
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

●
各
教
科
の
学
習
や
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
で
き
ま
す
。

● 「
本
編
」
に
は
「
指
導
事
項
」
を
全
て
お
さ
え
た

「
必
修
」教
材
が
入
っ
て
い
ま
す
。
知
識
・
技
能
の

習
得
と
そ
の
活
用
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
言
語

能
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
ま
す
。

本
編

● 

国
語
科
で
身
に
つ
け
た
い
言
語

技
能
を
、
領
域
ご
と
に
整
理
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

● 

授
業
の
は
じ
め
や
お
わ
り
に
、

「
確
か
め
る
」
こ
と
で
学
習
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

確
か
め
よ
う

学
び
を
広
げ
る

資
料
編

1 年 間 並 行 使 用

言語
文化編

● 国語の授業の場で使用し，言
葉の力をつけるための教科
書です。

本 冊

● 学習した知識・技能を整理し，
主体的な学習活動を充実させ
るための教科書（資料編）です。

別 冊

一年資料編「言葉の図鑑　京都・奈良紀行」

一年確かめよう「文章の特徴について考えるには」
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・「
常
用
漢
字
活
用
字
典
」

・「
学
習
用
語
事
典
」

・「
文
法
事
典
」ほ
か

事典編

情報
活用編

授業の
おわりに

授業の
はじめに

相互交流による
学び合いを大切に

一年本編「水田のしくみを探る」

一年資料編「表とグラフによる表示」 一年資料編「言葉の図鑑　京都・奈良紀行」

一年確かめよう「文章の特徴について考えるには」
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言
語
能
力
育
成
単
元

●
言
語
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、「
本
編
」は
複
数
の
教
材
に
よ
る
単
元
構
成
と
し
ま
し
た
。

●
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
の
目
標
に
あ
る「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」「
表
現
力
」「
理
解
力
」「
伝
え
合
う
力
」「
思
考
力
」「
想
像
力
」「
言
語
感
覚
」を

　

７
つ
の
身
に
つ
け
た
い
言
葉
の
力
と
捉
え
、単
元
名
と
し
て
い
ま
す
。

理解力

思考力

表現力

想像力

伝統的な
言語文化

言語感覚

「国語」科 教科目標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高め
るとともに、 思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対
する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

（伝統的な言語文化）

伝え合う力 ７つの身につけたい
言語能力

学習指導要領
「国語」科 教科目標から

言
語
能
力
を
つ
け
る

08
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思考力1（論理的に考える）

本
編（
必
修
）

学
び
を
広
げ
る

信
頼
を
つ
な
ぐ
　
小
関
智
弘

読
む
こ
と（
説
明
的
な
文
章
）

学習目標

学
校
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う

書
く
こ
と

学習目標

単
語
の
類
別
・
品
詞

文 

法

学 習
目 標

学 習
目 標

漢
字
を
使
い
こ
な
そ
う

漢 

字

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う

言
葉
の
レ
ッ
ス
ン

リ
ン
ク

リ
ン
ク

書 く

書いた文章を
見直すには（推敲）

●「説明の具体化」
●「視覚にうったえ
る編集」

●「玄関扉」
●「説明の具体化」

●「常用漢字活用
字典」

文章の内容を
まとめるには（解釈）

読 む確
か
め
よ
う

●例 一年

中
学
校
で
学
ぶ
漢
字

小
学
校
で
学
ん
だ
漢
字

09
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学
習
の
見
通
し
と
振
り
返
り 

―
―「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」を
例
に

●
教
材
の
前
に
リ
ー
ド
文
の
形
で
学
習
目
標（
課
題
）を
、教
材
の
後
に「
振
り
返
る
」を
計
画
的
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

●
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
み
、学
習
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
学
習
を
診
断
・
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

● 

各
単
元
の
目
標
と
関
連
し
た
課
題
（
小

さ
な
問
い
）を
設
定
し
ま
し
た
。

● 

楽
し
み
な
が
ら
考
え
る
こ
と
か
ら
学
習

を
始
め
ま
す
。

単
元
扉

２年 本編「プレゼンテーションをしよう」

言
語
能
力
を
つ
け
る

本
冊「
確
か
め
よ
う
」へ
の
関
連
ペ
ー
ジ
を

リ
ン
ク
・
マ
ー
ク
で
示
し
て
い
ま
す
。

それぞれ，どんな「空」が思い浮かびますか。

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う

 

読
書
感
想
文
を
書
こ
う

用
言
の
活
用

漢
字
を
使
い
こ
な
そ
う
②

表現力1　的確に表す

見A011_2年_2009_表現力１.indd   29 11.3.4   5:19:22 PM

10

P10-11_見通しと振り返り.indd   1 11.3.16   4:22:30 PM



教材のはじめに学習目標を示すことで,見通
しをもった学習への取り組みを促します。

「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材では学
習の流れをわかりやすくフローチャートで示し
ています。

学
習
活
動
の
様
子
は
、
具
体
的
な
写
真
で
、

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
習
全
体
を
、

「
書
く
こ
と
」に
よ
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。

２年 本編「プレゼンテーションをしよう」

スピーチ系 話し合い系 聞くこと系

1年 スピーチをしよう 討論ゲームをしよう 正確に聞き取ろう

2年 プレゼンテーション
をしよう

パネルディスカッション
をしよう 論理を追って聞こう

3年 パブリックスピーチ
をしよう 「企画会議」を開こう 対話劇を

体験しよう

別
冊
・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』の
関
連

ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク・マ
ー
ク
で
示
し
て
い
ま
す
。

●「話すこと・聞くこと」の教材と系列

11
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学
習
の
手
引
き
・
読
書
へ
の
い
ざ
な
い 

―
―「
読
む
こ
と
」を
例
に

●「
本
編
」の「
読
む
こ
と
」教
材
の
学
習
の
手
引
き
は
、３
ス
テ
ッ
プ
で
、言
語
能
力
の
確
か
な
定
着
を
図
り
ま
す
。

●
学
習
し
た
こ
と
が
自
然
に
読
書
生
活
に
結
び
つ
く
よ
う
に「
本
編
」の「
読
む
こ
と
」の
教
材
の
後
に
は
、関
連
す
る
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「書く」行為を通して,一人一人
の認識を定着させます。

学習のはじめには,一人一人が
「考える」時間をつくりました。

一年 本編「トロッコ」

言
語
能
力
を
つ
け
る

12
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重点化した学習目標にもっとも対応した学習活動を設定し
ました。集団での学び合いによって,学習効果を高めます。

教材の作者・筆者に関連する本も
表紙とあわせて紹介しました。

「
読
む
こ
と
」教
材
の
後
ろ
に
は
、「
私
の
本
棚
」が
あ
り
ま
す
。
各
学
年
約
40
冊

の
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
難
易
度
に
幅
を
も
た
せ
た
選
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、『
学
び
を
広
げ
る
』に
は
各
学
年
約
50
冊
の
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
読
書
記
録
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「読むこと」
教材の一覧
　P28
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「表現力１」

単  元 

読書感想文を
書こう

「表現力１」

単  元 

「表現力」

単  元 

「私の友情論」を
書こう

「理解力」

単  元 

詩の魅力を
伝えよう

「表現力2」

単  元 

意見文を書こう

「理解力2」

「理解力２」 「表現力２」

単  元 

単  元 単  元 

学
習
の
系
列
化
と
教
材 

―
―「
書
く
こ
と
」を
例
に

●
学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項
を
踏
ま
え
て
、学
習
の
系
統
化
・
系
列
化
を
図
り
ま
し
た
。
学
習
の
基
礎
・
基
本
が
体
系
的
に
習
得
で
き
ま
す
。

●
教
材
に
は
、日
常
生
活
・
社
会
生
活
で
の
課
題
を
取
り
入
れ
、生
き
て
は
た
ら
き
、問
題
の
解
決
に
役
立
つ
場
の
設
定
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

三
年

二
年

一
年

言
語
能
力
を
つ
け
る

鑑賞文を書こう 体験文を書こう 一枚レポートを
書こう

見られる側の
言い分

14
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「言語感覚」 「想像力」 「想像力」

単  元 単  元 単  元 

大切な言葉で編む 理想のロボット 好きな和歌を
紹介しよう

「思考力」

単  元 

主張文を書こう

「思考力１」「思考力２」「言語感覚」

「言語感覚」 「想像力」 「想像力」 「思考力２」 「思考力１」

「想像力」

単  元 単  元 単  元 

単  元 単  元 単  元 単  元 単  元 

単  元 

学びのスパイラル ●各教材とも,学習の焦点化をはかり,配当時数を設定しています。

この人を語る

未来を見つめる 「故事成語」を
使って書こう

私のトップニュースを
書こう

学校案内リーフレット
をつくろう

事典をつくろう手紙文を書こう物語をつくろう

せりふとト書き

15
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新
し
い
形
の
漢
字
学
習

「
漢
字
を
使
い
こ
な
そ
う
」

言
語
能
力
を
つ
け
る

●
小
・
中
関
連
の
漢
字
学
習
で
、無
理
な
く
確
実
な
定
着
と
運
用
を
実
現
し
ま
す
。

●
生
徒
が一
人
で
も
繰
り
返
し
漢
字
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、三
省
堂
の
辞
書
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、本
冊
の
巻
末
に
は
そ
の
学
年
で

　

学
習
す
る「
漢
字
字
典
」を
、別
冊
・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』に
は「
常
用
漢
字
活
用
字
典
」を
収
録
し
て
い
ま
す
。

各
単
元
の
末
尾
に
定
期
的
に
教
材
を
配
し
、

復
習
と
確
認
の
機
会
を
増
や
し
ま
し
た
。

小学校配当漢字の運用

中学校配当の常用漢字は，新たに加わった196字も「漢字を身につけ
よう」に，音と訓とを同時に学べる形で提出しています。

新しい常用漢字について

各単元の「身につけたい言葉の力」（例 伝統的な言語文化）と関連してい
ます。漢字や熟語の意味に着目して，テーマごとに系統立てて学びます。

一
年
本
編「
漢
字
を
使
い
こ
な
そ
う
」

16
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「
漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
」
取
り
立
て
教
材
に
よ
り「
読
む
こ
と
」教
材
の
順
序
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

ま
と
め
て
独
立
し
た
漢
字
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

例題の解答などが示され
ているので,生徒が自学
自習でも繰り返して学べ
ます。

本冊巻末「一年生で学ぶ漢字字典」

中学校配当漢字の定着

「言葉のレッスン」に位置づけられ
た中学校配当漢字は，テーマごと
にまとめられ，音と訓とを同一箇所
で学べるように工夫しています。

漢
字
や
熟
語
を
機
械
的
に
覚
え
る
の
で
は
な
く
、中
学
生
と
し
て
身

に
つ
け
た
い
表
現
、
学
習
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
表
現
の
学
習
と
と

ら
え
、「
短
文
の
中
で
学
ぶ
」と
い
う
方
針
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

一
年
本
編「
漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
」

17
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言
語
技
術（
ス
キ
ル
）の
習
得 

―
―「
確
か
め
よ
う
」

●
本
冊『
中
学
生
の
国
語
』に
は
、新
た
に「
確
か
め
よ
う
」を
設
け
ま
し
た
。「
本
編
」で
の
学
習
を
下
支
え
す
る
言
語
活
動
の
場
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。

●「
学
習
の
は
じ
め
」に
、ま
た
は「
学
習
の
ま
と
め
」に
確
か
め
る
こ
と
で
、言
語
能
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
ま
す
。

学習指導要領の指導事項に即して,領域ごとに整
理しました。重点化・焦点化した学習活動を通し
て,言語スキルの着実な習得を可能にします。

生徒の「国語の勉強は何をすればいいのかわからない」という疑
問に寄り添い,「何を学ぶのか」「どのようにして身につけるのか」
が“みえる”ように配慮しました。中学生の登場人物たちの会話
に，考えるヒントが含まれています。

言
語
能
力
を
つ
け
る

例  
一
年「
書
く
こ
と
」

18
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「
確
か
め
よ
う
」目
次（
一
年
の
場
合
）

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

１ 

話
題
を
決
め
る
に
は

２ 

わ
か
り
や
す
く
話
す
に
は

３ 

伝
わ
る
よ
う
に
話
す
に
は

４ 

聞
き
手
を
意
識
し
て
話
す
に
は

５ 

聞
い
た
内
容
を
確
か
め
る
に
は

６ 

話
題
に
そ
っ
て
話
し
合
う
に
は

「
書
く
こ
と
」

７ 

書
く
内
容
を
決
め
る
に
は

８ 

書
く
材
料
を
整
理
す
る
に
は

９ 

段
落
の
役
割
を
考
え
て
構
成
す
る
に
は

10 

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く
に
は

11 

書
い
た
文
章
を
見
直
す
に
は

12 

書
い
た
文
章
を
交
流
す
る
に
は

「
読
む
こ
と（
説
明
）」

13 

語
句
の
意
味
を
知
る
に
は

14 

中
心
と
な
る
内
容
を
捉
え
る
に
は

15 

事
実
と
意
見
と
を
読
み
分
け
る
に
は

16 

文
章
の
内
容
を
ま
と
め
る
に
は

17 

文
章
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
に

18 

必
要
と
す
る
情
報
を
集
め
る
に
は

「
読
む
こ
と（
文
学
）」

19 

語
句
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
に
は

20 

場
面
の
展
開
を
読
み
取
る
に
は

21 

人
物
の
描
写
を
と
お
し
て
内
容
を
読
み
取
る
に
は

22 

心
情
の
変
化
を
読
み
取
る
に
は

23 

も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
広
げ
る
に
は

24 

情
報
を
読
み
取
り
、理
解
を
深
め
る
に
は

見開き２ページ単位で,わ
かりやすい構成です。
一つ一つの教材を繰り返
して学ぶことを想定してい
ます。

学習のまとめ

振り返り

19
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別
冊
・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』 

―
―
言
語
文
化
編

学
び
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

言
葉
の
図
鑑

読
書
の
森
へ

●
言
葉
の
伝
統
的・歴
史
的
な
側
面
と
、言
葉
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
と
に
触
れ
る
こ
と
で
、言
葉
の
世
界
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
実
感
で
き
ま
す
。

多
く
の
写
真
で
構
成
し
ま
し
た
。
伝
統
芸
能
な
ど
に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
学
習
し
た
こ
と
を

関
連
づ
け
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
理
解
や
興
味
へ
つ
な
げ
ま
す
。

完
結
し
た
作
品
を
、
各
学
年
約
10
本
収
録
し
ま
し
た
。
本
編
教
材
と
関
連
さ
せ
た
り
、
比
べ
た

り
、ま
た
生
徒
自
ら
の
読
書
生
活
の一
環
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

一年資料編「京都・奈良紀行」

一年資料編「少年の日の思い出」

20
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小
さ
な
図
書
館

言
葉
を
旅
す
る

23　言語文化編23　言語文化編

くらし

一
日
江え

戸ど

人

杉す
ぎ

浦う
ら

日ひ

向な

子こ

「
粋い
き

」
で
「
い
な
せ
」
な
江え

戸ど

人
に
あ
な
た
は
な
れ
る
か

な
？未

来
を
信
じ
て

［
文
］
テ
ィ
ム
＝

マ
ッ
キ
ー

［
写
真
］
ア
ン
＝

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー

［
訳
］
千ち

葉ば

茂し
げ

樹き

若
者
た
ち
の
笑え
が
お顔
の
中
に

差
別
の
な
い
南
ア
フ
リ
カ

の
未
来
が
見
え
る
。

あ
の
こ
ろ
は 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
い
た

ハ
ン
ス
＝

ペ
ー
タ
ー
＝

リ
ヒ
タ
ー

［
訳
］
上う

え

田だ

真ま

而に

子こ

ド
イ
ツ
の
少
年
が
語
る
、

ユ
ダ
ヤ
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と

過
ご
し
た
時
代
。

絵
本
パ
パ
ラ
ギ

［
構
成
・
絵
］
和わ

田だ

誠ま
こ
と

［
原
訳
］
岡お

か

崎ざ
き

照て
る

男お

サ
モ
ア
の
島
の
酋
長
が
初
め
て

「
文
明
」
を
見
た
。
そ
の
と
き

彼か
れ

は
？

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

子
ど
も
た
ち

長な
が

倉く
ら

洋ひ
ろ

海み

市
場
で
、
裏
路
地
で
。
写
真

家
が
出
会
っ
た
お
お
ぜ
い
の

子
ど
も
た
ち
。

チ
ー
ム
ふ
た
り

吉よ
し

野の

万ま

理り

子こ

卓た
っ

球
が
楽
し
い
。

試
合
に
勝
ち
た
い
。

絵
で
読
む 

広
島
の
原げ

ん

爆ば
く

［
文
］
那な

須す

正ま
さ

幹も
と

［
絵
］
西に

し

村む
ら

繁し
げ

男お

原げ
ん

爆ば
く

は
な
ぜ
生
ま
れ
、

私わ
た
した
ち
に
何
を
も
た

ら
し
た
の
か
。

素す

敵て
き

な
宇
宙
船
地
球
号

［
編
］「
素す

敵て
き

な
宇う

宙ち
ゅ
う

船せ
ん

地ち

球き
ゅ
う

号ご
う

」

水
と
緑
の
星
、
そ
れ
が
地
球
で
す
。

で
も
今
…
…
。

言
語
文
化
編

B012_2広_2413_小さな図書.indd   23 11.3.4   10:31:34 AM

●「深まる読書」
　読書体験をより豊かに深めるための読書活動を紹介しました。

●「詩の音読・暗唱」
　口語詩・文語詩・漢詩などさまざまなジャンルの作品を集めました。

●「歌の言葉」
　生徒自身が自分の生き方を見つめられる歌詞を掲載しました。

その他の収録教材

本
編「
私
の
本
棚
」ま
た
は
、「
小
さ
な

図
書
館
」
で
紹
介
し
た
本
の
冒
頭
を

何
冊
か
掲
載
し
ま
し
た
。

６つのテーマを立て,
各学年５０冊ずつ紹介しました。

二年資料編「小さな図書館」

二年資料編「言葉を旅する」
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別
冊・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』 

―
―
情
報
活
用
編・
事
典
編

●「
情
報
活
用
編
」で
は
、言
葉
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整
理
・
要
約
・
発
信
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
情
報
活
用
の
力
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

●「
事
典
編
」で
は
、言
葉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ま
し
た
。

「
情
報
活
用
編
」

●
国
語
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
生
き
て
は
た
ら
き
、

　

活
用
が
で
き
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

学
習
用
語
事
典

「
事
典
編
」

●
中
学
三
年
間
を
と
お
し
て
、学
ん
だ
こ
と
を
整
理
し
た
り
、

　

振
り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
び
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

22
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常
用
漢
字
活
用
字
典

各教材のポイントは３つに絞り
込み,わかりやすく着実に活用で
きるようにしました。

常用漢字の全ての「音」「訓」から
漢字を検索できるようにすることで,
生徒がさまざまな場面で利用できる
ようにしました。

●「ブックリスト」
●「学びのキーワード」
●折込「古典の世界」
（1年「小倉百人一首」全首
2年「古典の冒頭二十五選」
3年「名言・格言・ことわざ４９＋１」）

その他の収録教材

三年資料編「表とグラフによる効果」
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ふ
れ
る
・
楽
し
む
・
親
し
む「
古
典
」 

―
―
学
年
の
は
じ
め
に

伝
統
的
な
言
語
文
化
を
大
切
に
す
る

●「
日
本
人
の
心
、ま
た
日
本
の
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
言
葉
を
大
切
に
す
る
」と
い
う
方
針
の
も
と
、

　

学
年
は
じ
め
の
学
習
は
、文
化
の
中
の
言
葉
と
向
き
合
う
単
元
と
し
ま
し
た
。

●
小
学
校
で
の「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」の
学
習
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

学
年
の
は
じ
ま
り
は「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」単
元

別
冊
・
資
料
編『
学
び
を
広
げ
る
』

学
習
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
た
音
読
・
暗
唱
を
受
け

て
、
本
冊
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
集
め
ま
し

た
。
授
業
の
内
容
に
応
じ
て
、柔
軟
に
活
用
で
き
ま
す
。

小
倉
百
人
一
首

古
は
『
古
今
和
歌
集
』、

新
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
が

出
典
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

秋
の
田
の
仮か
り

庵ほ

の
庵い
ほ

の
苫と
ま

を
あ
ら
み

わ
が
衣こ
ろ
も

手で

は
露つ
ゆ

に
ぬ
れ
つ
つ

	

天て
ん

智じ

天て
ん

皇の
う

1

筑つ
く

波ば

嶺ね

の
峰み
ね

よ
り
落
つ
る
男み
な
の女
川が
は

恋こ
ひ

ぞ
つ
も
り
て
淵ふ
ち

と
な
り
ぬ
る

	

陽よ
う

成ぜ
い

院い
ん

13

小を

倉ぐ
ら

山や
ま

峰み
ね

の
も
み
ぢ
葉ば

心
あ
ら
ば

今
ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
待
た
な
む

	

貞て
い

信し
ん

公こ
う

26

浅あ
さ

茅ぢ

生ふ

の
小を

野の

の
篠し
の

原は
ら

忍し
の

ぶ
れ
ど

あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
恋こ
ひ

し
き

	

参さ
ん

議ぎ

等
ひ
と
し

39

名
に
し
負お

は
ば
逢あ
ふ

坂さ
か

山や
ま

の
さ
ね
か
づ
ら

人
に
知
ら
れ
で
く
る
よ
し
も
が
な

	

三さ
ん

条じ
ょ
う

右
の
う

大だ
い

臣じ
ん

25

忘
ら
る
る
身
を
ば
思
は
ず
誓ち
か

ひ
て
し

人
の
命
の
惜を

し
く
も
あ
る
か
な

	

右う

近こ
ん

38

春
す
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白し
ろ

妙た
へ

の

衣こ
ろ
も

ほ
す
て
ふ
天あ
ま

の
香か

具ぐ

山や
ま

	

持じ

統と
う

天て
ん

皇の
う

新

2

陸み
ち

奥の
く

の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰た
れ

ゆ
ゑ
に

乱
れ
そ
め
に
し
わ
れ
な
ら
な
く
に

	

河か
わ
ら原
の

左さ

大だ
い

臣じ
ん

古

14

み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
泉い
づ
み

川が
は

い
つ
見
き
と
て
か
恋こ
ひ

し
か
る
ら
む

	

中
ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

兼か
ね

輔す
け

新

27

忍し
の

ぶ
れ
ど
色
に
出い

で
に
け
り
わ
が
恋こ
ひ

は

も
の
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で

	

平
た
い
ら
の

兼か
ね

盛も
り

40

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾を

の
し
だ
り
尾を

の

な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝ね

む

	

柿か
き
の

本も
と
の

人ひ
と

麻ま

呂ろ

3

君
が
た
め
春
の
野
に
出い

で
て
若
菜
つ
む

わ
が
衣こ
ろ
も

手で

に
雪
は
降
り
つ
つ

	

光こ
う

孝こ
う

天て
ん

皇の
う

古

15

山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る

人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば

	

源
み
な
も
と
の

宗む
ね

于ゆ
き

朝あ

臣そ
ん

古

28

恋こ
ひ

す
て
ふ
わ
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り

人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か

	

壬み

生ぶ

の

忠た
だ

見み

41

田た

子ご

の
浦う
ら

に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白し
ろ

妙た
へ

の

富ふ

士じ

の
高た
か

嶺ね

に
雪
は
降
り
つ
つ

	

山や
ま

部べ

の

赤あ
か

人ひ
と

新

4

立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰み
ね

に
生あ

ふ
る

ま
つ
と
し
聞
か
ば
今
帰
り
来
む

	

中
ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

行ゆ
き

平ひ
ら

古

16

心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初は
つ

霜し
も

の

置
き
ま
ど
は
せ
る
白し
ら

菊ぎ
く

の
花

	

凡お
お
し

河こ
う
ち内
の

躬み

恒つ
ね

古

29

契ち
ぎ

り
き
な
か
た
み
に
袖そ
で

を
し
ぼ
り
つ
つ

末す
ゑ

の
松ま
つ

山や
ま

浪な
み

こ
さ
じ
と
は

	

清き
よ

原は
ら

元
の
も
と

輔す
け

42

奥お
く

山や
ま

に
紅も
み
ぢ葉

踏ふ

み
分
け
鳴
く
鹿し
か

の

声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き

	

猿さ
る

丸ま
る

大だ

ゆ

う夫
古

5

ち
は
や
ぶ
る
神か
み

代よ

も
聞
か
ず
竜た
つ

田た

川が
は

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は

	

在あ
り

原わ
ら

業
の
な
り

平ひ
ら

朝あ

臣そ
ん

古

17

有あ
り

明あ
け

の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り

暁あ
か
つ
き

ば
か
り
憂う

き
も
の
は
な
し

	

壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

古

30

逢あ

ひ
見
て
の
の
ち
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば

昔
は
も
の
を
思
は
ざ
り
け
り

	

権ご
ん

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

敦あ
つ

忠た
だ

43

か
さ
さ
ぎ
の
渡わ
た

せ
る
橋
に
置
く
霜し
も

の

白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る

	

中
ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

家や
か

持も
ち

新

6

住す
み

の
江え

の
岸
に
寄
る
波
よ
る
さ
へ
や

夢
の
通か
よ

ひ
路ぢ

人
目
よ
く
ら
む

	

藤ふ
じ

原わ
ら
の

敏と
し

行ゆ
き

朝あ

臣そ
ん

古

18

朝
ぼ
ら
け
有あ
り

明あ
け

の
月
と
見
る
ま
で
に

吉よ
し

野の

の
里
に
降
れ
る
白
雪

	

坂さ
か

上
の
う
え

是
の
こ
れ

則の
り

古

31

逢あ

ふ
こ
と
の
絶
え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に

人
を
も
身
を
も
恨う
ら

み
ざ
ら
ま
し

	

中
ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

朝あ
さ

忠た
だ

44

天あ
ま

の
原は
ら

ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春か
す
が日
な
る

三み

笠か
さ

の
山
に
出い

で
し
月
か
も

	

安あ

倍べ
の

仲な
か

麿ま
ろ

古

7

難な
に
は波
潟が
た

短
き
芦あ
し

の
ふ
し
の
間
も

逢あ

は
で
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
よ
と
や

	

伊い

勢せ

新

19

山や
ま

川が
は

に
風
の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は

流
れ
も
あ
へ
ぬ
紅も
み
ぢ葉
な
り
け
り

	

春は
る

道み
ち

列
の
つ
ら

樹き

古

32

あ
は
れ
と
も
言
ふ
べ
き
人
は
思
ほ
え
で

身
の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な

	

謙け
ん

徳と
く

公こ
う

45

わ
が
庵い
ほ

は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む

世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り

	

喜き

撰せ
ん

法ほ
う

師し

古

8

わ
び
ぬ
れ
ば
今
は
た
同
じ
難な
に
は波

な
る

み
を
つ
く
し
て
も
逢あ

は
む
と
ぞ
思
ふ

	

元も
と

良よ
し

親し
ん

王の
う

20

ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に

静し
づ

心ご
こ
ろ

な
く
花
の
散
る
ら
む

	

紀き

の

友と
も

則の
り

古

33

由ゆ

良ら

の
門と

を
渡わ
た

る
舟
人
か
ぢ
を
絶た

え

行ゆ
く
へ方

も
知
ら
ぬ
恋こ
ひ

の
道
か
な

	

曾そ

禰ね

好
の
よ
し

忠た
だ

新

46

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

わ
が
身み

世よ

に
ふ
る
な
が
め
せ
し
間ま

に

	

小お

野の

の

こ小

町ま
ち

古

9

今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長な
が
つ
き月

の

有あ
り

明あ
け

の
月
を
待
ち
出い

で
つ
る
か
な

	

素そ

性せ
い

法ほ
う

師し

古

21

誰た
れ

を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高た
か

砂さ
ご

の

松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に

	

藤ふ
じ

原わ
ら

興
の
お
き

風か
ぜ

古

34

八や

重へ

葎む
ぐ
ら

し
げ
れ
る
宿
の
さ
び
し
き
に

人
こ
そ
見
え
ね
秋
は
来
に
け
り

	

恵え

慶
ぎ
ょ
う

法ほ
う

師し

47

こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は

知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢あ
ふ

坂さ
か

の
関せ
き

	

蟬せ
み

丸ま
る

10

吹ふ

く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば

む
べ
山
風
を
嵐あ
ら
し

と
い
ふ
ら
む

	

文ふ
ん

屋や

の

康や
す

秀ひ
で

古

22

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は

花
ぞ
昔
の
香か

に
に
ほ
ひ
け
る

	

紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

古

35

風
を
い
た
み
岩
う
つ
波
の
お
の
れ
の
み

く
だ
け
て
も
の
を
思
ふ
こ
ろ
か
な

	

源
み
な
も
と
の

重し
げ

之ゆ
き

48

わ
た
の
原
八や

十そ

島じ
ま

か
け
て
こ
ぎ
出い

で
ぬ
と

人
に
は
告
げ
よ
海あ

人ま

の
釣つ
り

舟ぶ
ね

	

参さ
ん

議ぎ

篁
た
か
む
ら

古

11

月
見
れ
ば
千ち

ぢ々

に
も
の
こ
そ
悲
し
け
れ

わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

	

大お
お

江え

の

千ち

里さ
と

古

23

夏
の
夜
は
ま
だ
宵よ
ひ

な
が
ら
明
け
ぬ
る
を

雲
の
い
づ
こ
に
月
宿
る
ら
む

	
清き
よ

原は
ら
の

深ふ
か

養や

父ぶ

古

36

み
か
き
も
り
衛ゑ

士じ

の
た
く
火
の
夜
は
燃
え

昼
は
消
え
つ
つ
も
の
を
こ
そ
思
へ

	

大お
お

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

49

天あ
ま

つ
風か
ぜ

雲
の
通か
よ

ひ
路ぢ

吹ふ

き
閉
ぢ
よ

を
と
め
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む

	

僧そ
う

正
じ
ょ
う

遍へ
ん

昭
じ
ょ
う

古

12

こ
の
た
び
は
幣ぬ
さ

も
取
り
あ
へ
ず
手た

向む
け

山や
ま

紅も
み
ぢ葉
の
錦に
し
き

神
の
ま
に
ま
に

	

菅か
ん

家け

古

24

白し
ら

露つ
ゆ

に
風
の
吹ふ

き
し
く
秋
の
野
は

つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
ぞ
散
り
け
る

	

文ふ
ん

屋や
の

朝あ
さ

康や
す

37

君
が
た
め
惜を

し
か
ら
ざ
り
し
命
さ
へ

長
く
も
が
な
と
思
ひ
け
る
か
な

	

藤ふ
じ

原わ
ら

義
の
よ
し

孝た
か

50
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一年生では,小学校でもなじみの深い「春のうた」「朧月
夜」からはじまります。中学校での学習は,声に出して
体を使い,楽しみながらスタートできるよう配慮しました。

一
年
別
冊
折
込「
小
倉
百
人
一
種
」全
首

　臣
や
つ
こ

安や
す

万ま

侶ろ

言ま
を

す
。
夫そ

れ

、
混

ひ
た
た
け
た
る
も
の
元
既す

で

に
凝こ

り
て
、
気

け
は
ひ

・
象

か
た
ち

未い
ま

だ
効

あ
ら
は

れ
ず
。
名

も
無
く
為

し
わ
ざ

も
無
け
れ
ば
、
誰た

れ

か
其そ

の
形

を
知
ら
む
。
然し

か

れ
ど
も
、
乾あ

め

坤つ
ち

初
め
て

分わ
か

れ
て
、
参み

は
し
ら
の
神か

み

造
よ
ろ
づ
の
も
の化
の
首

は
じ
め

と
作な

れ
り
。
陰め

陽を

斯こ
こ

に
開ひ

ら

け
て
、
二ふ

た

は

し
ら
の
霊か

み

群
も
ろ
も
ろ

の
品も

の

の
祖お

や

と
為な

れ
り
。

　今
は
昔
、
竹
取
の
翁

お
き
な

と
い
ふ
者
あ

り
け
り
。
野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取

り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け

り
。
名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造

み
や
つ
こと

な
む

い
ひ
け
る
。

　む
か
し
、
男
、
初う

ひ

冠
か
う
ぶ
り

し
て
、
奈な

良ら

の
京

き
や
う

春か

す

が日
の
里
に
、
し
る
よ
し

し
て
、
狩か

り
に
い
に
け
り
。
そ
の
里

に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か

ら
す
み
け
り
。
こ
の
男
か
い
ま
み
て

け
り
。
思
ほ
え
ず
、
ふ
る
里
に
い
と

は
し
た
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
心こ

こ

ち地

ま
ど
ひ
に
け
り
。

　い
づ
れ
の
御

お
ほ
む

時と
き

に
か
、
女

に
よ
う

御ご

、

更か
う

衣い

あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る

中
に
、
い
と
や
む
ご
と
な
き
際き

は

に
は

あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ
て
時
め
き
た
ま

ふ
あ
り
け
り
。
は
じ
め
よ
り
我わ

れ

は
と

思
ひ
あ
が
り
た
ま
へ
る
御

お
ほ
む

方か
た

々が
た

、

め
ざ
ま
し
き
も
の
に
お
と
し
め
そ
ね

み
た
ま
ふ
。�

（
紫

む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

）

　夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を
、

嘆な
げ

き
わ
び
つ
つ
明
か
し
暮
ら
す
ほ
ど

に
、
四
月
十
余よ

日ひ

に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、

木こ

の
下し

た

く
ら
が
り
も
て
ゆ
く
。

（
和い
ず
み泉
式し
き

部ぶ

）

　泊は
つ

瀬せ

の

朝あ
さ

倉く
ら
の

宮み
や

に
天あ

め

の
下し

た

治を
さ

め
た

ま
ひ
し
天て

ん

皇わ
う

の
代み

よ

　大お
ほ

泊は
つ

瀬せ

稚わ
か

武た
け
る

天て
ん

皇わ
う

　
　
　天て

ん

皇わ
う

の
御お

ほ
み製
歌う

た

籠こ

も
よ

　み
籠こ

持
ち

　ふ
く
し
も
よ�

み
ぶ
く
し
持
ち

　こ
の
岡を

か

に

　菜な

摘つ

ま
す
児こ

　家い
へ

告の

ら
せ

　名
告の

ら
さ
ね�

そ
ら
み
つ

　大や
ま
と和
の
国
は

　お
し
な

べ
て

　我わ
れ

こ
そ
居を

れ

　し
き
な
べ
て�

我わ
れ

こ
そ
い
ま
せ

　我わ
れ

こ
そ
ば

　告の

ら

め

　家い
へ

を
も
名
を
も

　春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く

山
ぎ
は
、
少
し
あ
か
り
て
、
紫

む
ら
さ
きだ

ち
た
る
雲
の

細
く
た
な
び
き
た
る
。

　夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
、
闇や

み

も
な

ほ
、
蛍

ほ
た
る

の
多
く
飛
び
ち
が
ひ
た
る
。
ま
た
、
た

だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち
光
り
て
行

く
も
を
か
し
。
雨
な
ど
降
る
も
を
か
し
。

　秋
は
夕
暮
れ
。
夕
日
の
さ
し
て
山
の
端は

い
と

近
う
な
り
た
る
に
、
か
ら
す
の
寝ね

所
ど
こ
ろ

へ
行
く
と

て
、
三
つ
四
つ
、
二
つ
三
つ
な
ど
飛
び
急
ぐ
さ

へ
あ
は
れ
な
り
。
ま
い
て
か
り
な
ど
の
連
ね
た

る
が
、
い
と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、
い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、
風
の
音
、
虫
の
音ね

な
ど
、
は

た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

　冬
は
つ
と
め
て
。
雪
の
降
り
た
る
は
言
ふ
べ

き
に
も
あ
ら
ず
、
霜し

も

の
い
と
白
き
も
、
ま
た
さ

ら
で
も
い
と
寒
き
に
、
火
な
ど
急
ぎ
お
こ
し
て
、

炭
持
て
渡わ

た

る
も
、
い
と
つ
き
づ
き
し
。
昼
に
な

り
て
、
ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、
火
を
け

の
火
も
、
白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
。

（
清せ
い

少
し
ょ
う

納な

言ご
ん

）

1
古こ

事じ

記き

3
竹た

け

取と
り

物も
の

語が
た
り

　か
く
あ
り
し
時
過
ぎ
て
、
世
の
中

に
い
と
も
の
は
か
な
く
、
と
に
も
か

く
に
も
つ
か
で
、
世
に
経ふ

る
人
あ
り

け
り
。�

（
藤ふ
じ

原わ
ら
の

道み
ち

綱つ
な
の

母は
は

）

7
蜻か

げ

蛉ろ
う

日に
っ

記き

　あ
づ
ま
路ぢ

の
道
の
は
て
よ
り
も
、
な
ほ
奥お

く

つ

方か
た

に
生お

ひ
出い

で
た
る
人
、
い
か
ば
か
り
か
は
あ

や
し
か
り
け
む
を
、
い
か
に
思
ひ
は
じ
め
け
る

こ
と
に
か
、
世
の
中
に
物
語
と
い
ふ
も
の
の
あ

ん
な
る
を
、
い
か
で
見
ば
や
と
思
ひ
つ
つ
、
つ

れ
づ
れ
な
る
ひ
る
ま
、
宵よ

ひ

居ゐ

な
ど
に
、
姉
、
継ま

ま

母は
は

な
ど
や
う
の
人
々
の
、
そ
の
物
語
、
か
の
物

語
、
光

ひ
か
る

源げ
ん

氏じ

の
あ
る
や
う
な
ど
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
語
る
を
聞
く
に
、
い
と
ど
ゆ
か
し
さ
ま
さ

れ
ど
、
わ
が
思
ふ
ま
ま
に
、
そ
ら
に
い
か
で
か

お
ぼ
え
語
ら
む
。�

（
菅す
が
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ら
の
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か
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え
の
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す
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）
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ら
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っ
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　男
も
す
な
る
日に

記き

と
い
ふ
も
の
を
、

女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。

　そ
れ
の
年
の
師し

は
す走
の
二は

つ

か

十
日
あ
ま

り
一ひ

と

日ひ

の
日
の
、
戌い

ぬ

の
時
に
門か

ど

出で

す
。

そ
の
よ
し
、
い
さ
さ
か
に
も
の
に
書

き
つ
く
。�

（
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の

貫つ
ら

之ゆ
き
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ら
の
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　や
ま
と
う
た
は
、
人
の
心
を
種た

ね

と
し
て
、
万

よ
ろ
づ

の
言こ

と

の
葉は

と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る

人
、
こ
と
わ
ざ
繁し

げ

き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ

こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言

ひ
出い

だ
せ
る
な
り
。
花
に
鳴
く
鶯

う
ぐ
ひ
す、
水
に
住
む

蛙か
は
づ

の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、

い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。
力
を
も
入
れ

ず
し
て
天あ

め

地つ
ち

を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼お

に

神が
み

を

も
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
男

を
と
こ

女
を
ん
な

の
中
を
も
和や

は

ら

げ
、
猛た

け

き
武も

の
の
ふ士
の
心
を
も
慰

な
ぐ
さ

む
る
は
歌
な
り
。
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の
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っ
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　月
に
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ら
れ
て
、
夜
深
く
起
き

に
け
る
も
、
思
ふ
ら
む
と
こ
ろ
い
と

ほ
し
け
れ
ど
、
た
ち
帰
ら
む
も
遠
き

ほ
ど
な
れ
ば
、
や
う
や
う
ゆ
く
に
、

小こ

家い
へ

な
ど
に
例れ

い

お
と
な
ふ
も
の
も
聞

こ
え
ず
、
く
ま
な
き
月
に
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
の
花
の
木
ど
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も
、
ひ
と
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が
ひ
ぬ
べ
く
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小中の接続を
意識した冒頭単元

和歌・俳句・漢詩・漢文な
ど,さまざまな作品を掲載しま
した。全作品に現代語訳
を併記し,内容が理解しや
すいよう工夫しています。

　臣
や
つ
こ

安や
す

万ま

侶ろ

言ま
を

す
。
夫そ

れ

、
混

ひ
た
た
け
た
る
も
の

元
既す

で

に
凝こ

り
て
、
気

け
は
ひ

・
象

か
た
ち

未い
ま

だ
効
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れ
ず
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名

も
無
く
為
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わ
ざ
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ば
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れ

か
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。
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か
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て
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て
、
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た
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し
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霊か

み

群
も
ろ
も
ろ

の
品も

の

の
祖お

や

と
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れ
り
。

　今
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昔
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翁
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な

と
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あ

り
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じ
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。
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ぶ
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狩か

り
に
い
に
け
り
。
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。
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。
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、
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。�

（
紫

む
ら
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、
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。
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。
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。
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。
ま
た
、
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な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち
光
り
て
行
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も
を
か
し
。
雨
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ど
降
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も
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か
し
。

　秋
は
夕
暮
れ
。
夕
日
の
さ
し
て
山
の
端は

い
と

近
う
な
り
た
る
に
、
か
ら
す
の
寝ね

所
ど
こ
ろ

へ
行
く
と

て
、
三
つ
四
つ
、
二
つ
三
つ
な
ど
飛
び
急
ぐ
さ

へ
あ
は
れ
な
り
。
ま
い
て
か
り
な
ど
の
連
ね
た

る
が
、
い
と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、
い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、
風
の
音
、
虫
の
音ね

な
ど
、
は

た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

　冬
は
つ
と
め
て
。
雪
の
降
り
た
る
は
言
ふ
べ

き
に
も
あ
ら
ず
、
霜し

も

の
い
と
白
き
も
、
ま
た
さ

ら
で
も
い
と
寒
き
に
、
火
な
ど
急
ぎ
お
こ
し
て
、

炭
持
て
渡わ

た

る
も
、
い
と
つ
き
づ
き
し
。
昼
に
な

り
て
、
ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、
火
を
け

の
火
も
、
白
き
灰
が
ち
に
な
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て
わ
ろ
し
。
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、
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と
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み
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て
す
る
な
り
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と

日ひ

の
日
の
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と
う
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は
、
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の
心
を
種た

ね

と
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、
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よ
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と

の
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と
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に
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、
こ
と
わ
ざ
繁し

げ

き
も
の
な
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に
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、
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。
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に
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に
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は
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を
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ば
、
生
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と
し
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も
の
、

い
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か
歌
を
よ
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る
。
力
を
も
入
れ

ず
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て
天あ

め

地つ
ち

を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼お

に

神が
み

を

も
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
男

を
と
こ

女
を
ん
な

の
中
を
も
和や

は

ら

げ
、
猛た

け

き
武も

の
の
ふ士
の
心
を
も
慰

な
ぐ
さ

む
る
は
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な
り
。
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に
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て
、
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深
く
起
き

に
け
る
も
、
思
ふ
ら
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と
こ
ろ
い
と

ほ
し
け
れ
ど
、
た
ち
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ら
む
も
遠
き

ほ
ど
な
れ
ば
、
や
う
や
う
ゆ
く
に
、

小こ

家い
へ

な
ど
に
例れ

い

お
と
な
ふ
も
の
も
聞

こ
え
ず
、
く
ま
な
き
月
に
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
の
花
の
木
ど
も
も
、
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と
へ

に
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が
ひ
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く
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す
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一年本編「声に出して、さまざまな作品を読もう」

●１年 言語文化にふれる
　「声に出して、
　さまざまな作品を読もう」
　「竹取物語」
●２年 言語文化を楽しむ
　「枕草子・徒然草」
　「漢詩の世界」
●３年 言語文化に親しむ
　「おくのほそ道」
　「中国の古典の言葉」

「伝統的な言語文化」
単元の教材
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味
わ
う「
古
典
」 

―
―
領
域
と
の
関
連
学
習

●
学
習
指
導
要
領
を
受
け
て
、古
典
と
生
徒
の
日
常
生
活
・
言
語
生
活
と
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
、領
域
関
連
の
教
材
を
配
し
ま
し
た
。

　

生
き
方
を
考
え
て「
読
む
こ
と
」や
引
用
し
て「
書
く
こ
と
」で
言
語
能
力
を
高
め
、考
え
る
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

例  

三
年
本
編「
好
き
な
和
歌
を
紹
介
し
よ
う
」

●
一
年

「
故
事
成
語
」を
使
っ
て
書
こ
う（「
書
く
こ
と
」領
域
）

●
二
年

「
平
家
物
語
」（「
読
む
こ
と
」領
域
）

●
三
年

「
好
き
な
和
歌
を
紹
介
し
よ
う
」（「
書
く
こ
と
」領
域
）

領
域
と
関
連
さ
せ
た

古
典
学
習

古 典

学
習
目
標
に
は
「
自
分
の
表
現
に
役
立

て
る
」こ
と
を
位
置
づ
け
、
古
典
学
習

を
生
活
と
結
び
つ
け
ま
し
た
。

伝
統
的
な
言
語
文
化
を
大
切
に
す
る
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な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
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日本人はアリスの同類だった
� （高畑勲）
「循環型社会」とは何か（片谷教孝）
日本語メガネのかけ替え
� （アーサー＝ビナード）

冥王星が「準惑星」になったわけ
� （渡部潤一）
「文殊の知恵」の時代（北川達夫）
海馬（池谷裕二・糸井重里）
「ありがとう」と言わない重さ
� （呉人恵）

空中ブランコ乗りのキキ（別役実）
詩三編：�夕焼け（工藤直子）�
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高瀬舟（森鷗外）
詩二編：�初恋（島崎藤村）�

うち　知ってんねん�
� （島田陽子）
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現代的な課題を取りあげ,論理的な思考力を育てる説明文教材,
豊かな感性と,命の価値を考える文学教材をバランスよく揃えました。

ー「本編」ー

「 読 む こ と 」教 材 一 覧
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利
の
差
が
出

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成

24
年
度
で
は
、次
の
点
に
配
慮
し
編
集
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

●
識
別
し
に
く
い
配
色
は
避
け
、

 

ま
た
形
や
記
号
・
番
号（
活
動
内
容
併
記
）、

 

説
明
文（
色
名
併
記
）な
ど
の

 

補
助
的
な
手
が
か
り
を
設
け
る
。

●
色
だ
け
が
手
が
か
り
と
な
る

 

問
い
は
設
け
な
い
。

●
色
の
濃
淡
や
罫
線
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
す
。

　
環
境
の
保
護
、
資
源
の
節
約
の
た
め
、
原
料
や
製
法

に
配
慮
し
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
紙
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
食
用
の
大
豆
か
ら
つ
く
ら
れ
る
油
の
ほ
か
、

非
食
用
と
さ
れ
る
植
物
由
来
の
植
物
油
、及
び
そ
れ
ら

を
主
体
と
す
る
廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再
生

油
を
包
含
し
た
、印
刷
イ
ン
キ
工
業
連
合
会
認
定
の
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
紙
と

植
物
油
イ
ン
キ
の
使
用

　
弱
視
の
生
徒
た
ち
の
学
習
上
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
、文
字
の
大
き
さ
や
書
体
、絵
・
写
真
な
ど
に
配
慮

し
た
、よ
り
よ
い
拡
大
教
科
書
を
作
成
し
ま
す
。

拡
大
教
科
書
の
作
成
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サポート・ネットワーク・プログラム（SNP）
私たちは,教科書を中心としながら,さまざまな「学びのサポート・プログラム」を提案します。

『中学生の国語』『中学生の国語 学びを広げる』に加えて,
このＳＮＰが教科書の一部として機能します。

国語教育
セミナー

生徒用教材

サポート書籍 国語教育情報誌
『ことばの学び』

Webサイト

辞 書

指導用教材

●学習指導書
●朱書編
●学習指導事例集
●読書の森へCD
●朗読ＣＤ　ほか

●教科書準拠
　デジタル教材
●指導資料ＤＶＤ

●ショートムービー
● デジタル版教科

書内容解説資料
　ほか

教科書
Webガイダンス

学習指導書

http://tb.sanseido.co.jp/24/
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株式会社 三省堂

●本社 〒101-8371 東京都千代田区三崎町2-22-14　☎03-3230-9411（編集）・9551（営業）
●大阪支社 〒530-0002 大阪市北区曽根崎新地2-5-3　☎06-6341-2177
●名古屋支社 〒460-0008 名古屋市中区栄3-25-43 瑞穂ビル４F　☎052-252-9211・9212
●九州支社 〒810-0012 福岡市中央区白金1-3-1　☎092-531-1531・1532
●札幌営業所 〒060-0042 札幌市中央区大通西15-2-1 ラスコム15ビル3F　☎011-616-8722

平成24年度版中学校教科書Webサイト http://tb.sanseido.co.jp/24/

●『
中
学
生
の
国
語
』編
集
委
員

長
谷
川
孝
士 

兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授

中
洌
正
堯 

兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授

尾
木
和
英 

東
京
女
子
体
育
大
学
名
誉
教
授

三
浦
和
尚 

愛
媛
大
学

北
川
達
夫 

日
本
教
育
大
学
院
大
学

堀
田
龍
也 

玉
川
大
学

足
立
幸
子 

新
潟
大
学

安
部
朋
世 

千
葉
大
学

飯
田
和
明 

筑
波
大
学
附
属
中
学
校

伊
坂
淳
一 

千
葉
大
学

井
関
義
久 

桜
美
林
大
学
名
誉
教
授

糸
井
通
浩 

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授

沖
山
吉
和 

玉
川
大
学

河
野
順
子 

熊
本
大
学

河
野
智
文 

福
岡
教
育
大
学

岸
本
憲
一
良 

山
口
大
学

吉
川
芳
則 

兵
庫
教
育
大
学

笹
原
宏
之 

早
稲
田
大
学

佐
藤
佐
敏 

上
越
教
育
大
学

篠
田
信
司 

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
言
語
教
育
文
化
研
究
所

白
井
達
夫 

鎌
倉
女
子
大
学

高
橋
俊
三 

前
群
馬
大
学

田
中
耕
治 

京
都
大
学

田
中
智
生 

岡
山
大
学

俵
万
智 

歌
人

寺
田
守 

京
都
教
育
大
学

長
崎
伸
仁 

創
価
大
学

中
村
敦
雄 

群
馬
大
学

西
岡
加
名
恵 

京
都
大
学

花
田
修
一 

日
本
教
育
大
学
院
大
学

ア
ー
サ
ー=

ビ
ナ
ー
ド 

詩
人 

日
髙
辰
人 

杉
並
区
立
泉
南
中
学
校

前
田
智
子 

三
鷹
市
立
南
浦
小
学
校

牧
戸
章 

滋
賀
大
学

町
田
守
弘 

早
稲
田
大
学

松
友
一
雄 

福
井
大
学

三
浦
修
一 

横
浜
国
立
大
学

宮
本
浩
治 

武
庫
川
女
子
大
学

村
井
万
里
子 

鳴
門
教
育
大
学

村
上
呂
里 

琉
球
大
学

吉
田
和
夫 

新
宿
区
立
四
谷
中
学
校

ほ
か　
一
名

株
式
会
社　

三
省
堂

写真 図やグラフ写真 図やグラフ

●本社          
●大阪支社    
●名古屋支社 
●九州支社    
●札幌営業所 

〒101-8371 東京都千代田区三崎町2丁目22番14号　☎03-3230-9411（編集）・9412（営業）
〒530-0002 大阪市北区曽根崎新地2-5-3　☎06-6341-2177
〒460-0008 名古屋市中区栄3-25-43 瑞穂ビル４F　☎052-252-9211-9212
〒810-0012 福岡市中央区白金1-3-1　☎092-531-1531-1532
〒060-0042 札幌市中央区大通西15-2-1 ラスコム15ビル3F　☎011-616-8722

指導用デジタルテキスト
中学生の国語

平成 24 年度用　体験版

5    筆順アニメーション（新常用漢字対応）
　漢字の筆順や部首をアニメーションで見ること
ができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を身につけよう⑪・⑫」を選択
④「参考」を選択
⑤「漢字の筆順」を選択
⑥見たい漢字を選択

１   画像資料

　筆者や教材に関連する写真やイラストを見るこ
とができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「この小さな地球の上で」を選択
④「参考」を選択
⑤「画像資料」を選択
⑥見たい画像を選択

3    辞典資料
　国語辞典や漢字辞典など、様々な辞典から語彙
の説明を引き出した資料です。

①「『故事成語』を使いこなそう」を選択
②「参考」を選択
③「辞典資料」を選択
④見たい語彙を選択

4   漢字の解答表示
　漢字学習の解答を提示することができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を使いこなそう⑥」を選択
④1問目の問題を拡大
⑤「解答」を選択

2    映像資料
　「話すこと・聞くこと」の活動例や、古典教材
の映像資料が用意されています。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「討論ゲームをしよう」を選択
④「参考」を選択
⑤「動画資料」を選択
⑥見たい動画を選択

指導用デジタルテキスト
中学生の国語

平成 24 年度用　体験版

大きな教科書で
ことばの力をさらに育てる

大きな教科書で
ことばの力をさらに育てる

みどころマップ

動画

本文提示手順提示

　次の5つ以外にも、
朗読を聞くことができた
り、本文に線を引くこと
ができたりします。

指 導 用 デ ジタル テ キ スト
『 中学 生 の 国 語 』

平 成 2 4 年 度 用 体 験 版

みどころマップ
1  画像資料
　筆者や教材に関連する写真やイラスト
を見ることができます。
2  動画資料
　「話すこと・聞くこと」の活動例や，古
典教材の動画資料が用意されています。
3  辞典資料
　国語辞典や漢字辞典など，様々な辞典か
ら語彙の説明を引き出した資料です。
4  漢字の解答提示
　漢字学習の解答を提示することができ
ます。
5  筆順アニメーション
　 （新常用漢字対応）
　漢字の筆順や部首をアニメーションで
見ることができます。

相原幸司
ノート注釈
相原幸司 : Unmarked

相原幸司
ノート注釈
相原幸司 : Unmarked
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